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1824年にSAUTER1)が報告したマリモ球発見の地であるオーストリアのZel1er湖を，

私は1972年に訪れ， 3日聞にわたって調査した結果，マリ吾球がすでに絶滅していたこ

とをさきに報告した2，3)0私はこれらの報告で，諸事実を考察した結果Zeller湖のマリモ

球が絶滅したのは近年でなく，相当に古い時代であったことを推定した。その後SAUTER

の報告。，のちの研究者 LOR宰NZ4，5)， KEISSLER6)などの報告原文を詳細に比較検討し，

また最近現地からの信額すべき私信ηなどを含めて考察し，ょうやくマリモ球の絶滅した

時代とその原因とが判明したと考えられるので，あらためて報告したい。なお，さきに

SAUTER論文について私の見方に誤りがあったことに気がついたので，ここでそれを訂正

したいと思う。

(1) 1823年の状況。植物採集の目的でザルツプルタ地方を旅行したSAUTERがZel-

ler湖でマリモ球を見つけたのは1823年9月である。この報告はその翌年に発表された。

したがってマリモの発見そのものは1823年が正しい。当時7 リモ球が湖のどの区域に存

在していたかについて，私の以前の報告幻の76ページ本文3-4行自において“ザルツ7

ハ河に流出する部分と反対側の岸"と紹介しているが， SAUTER論文を再検討した結果

“ザルツァハ河へ流出する側"(原文ではg暗 endessen Abfluss in die Sa12ach， p. 214， 

1，2)の方が宜しいことが知られたので，このように訂正したい。当時 SAUTERが観察し

たマリモ球は直径3-8Zol1 (Zoll=2.5 cm)で，フェルト状の密な構造をもっていた。こ

の論文にしたがってマリモの存在位置を表現すると Fig.1Aのようになる。

(2) 1854年の状況。 Zel1er湖のマリモ球については，その後1852年10月にSIMONY

が調査にあたっているが，つづいて1854年9月6日から 12日にかけてLoRENZが特に

マリモ球の成因についてここへ調査にきている九それによるとマリモ球は Fig.1Bの位

置に分布していることが図示されている。いいかえれば湖の西岸中央の突出部より南に完

全な球形集合体があり，突出部の北岸には完全球の前駆とみられる不規則の付着集合体が

みられている。

(司 1900年の状況。当時 Zeller湖にマリモが見えなくなったという話が伝えられて
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Fig. 1. Lake ball distributions (dotfed) in Lake Zeller in 
differentyears: A， 1823; B， 1854 and C， 1900-1974， 
illustrated a，ccording to literatures and the author's 
lnvest1gatlOn. 

いたので， LORENZは再度調査のために1900年9月にここを訪れ，翌年これを報告し

た九それによると，典型的球体はたしかに絶滅してしまっていたが，岸から 30-50m沖

へ出たところの水底にはフ:r.)レト状の不規則な集合体，小断片状の球体などが見られた。

この区域にはしばしば漁夫が来て網をひき，その中にはマリモ小球体も入りこみ，岸辺で

は網が水底の土をかきまわして損傷する結果となり，こうしてマリモ球は生育できなく

なっていた。またこの時はすでに西岸にそ唱て鉄道が敷設され，中央の突出部には大きな

ホテルが開設され(今日もあるL湖岸にそった散歩道と公園をつくるべしかなり埋立工
事が進行していた。この変化もマリモ球絶滅の原因となっているのであろうと書かれて

L 、る。

μ) 1909年の状況。ウィーンの学者 KEISSLER6)はプランクトン研究のために 1909

年6月から7月にかけて Zeller湖を調査した。当時湖岸には一面にヨシが生え，湖面の

ところどころには小島状にフトイ (Sciゆus)が群生していた。湖岸の植物として，マリモ

球が昔は有名であったが，それはすでに絶滅していた。しかし植物としてのマリモ (Cl.

sauteri)は球をつくらないまま生育をつづけ?ていた。

(5) 現在の状況。 1972年9月に私がZeller湖を訪れた時には，マリモ球は完全に絶

滅し， また球をつくらない7 リモも見ることができなかった2，3)。その後tこ湖畔の町 Zell

am Seeの市長に照会した結果，やはり普の7 リ巳球は絶滅したことが知らされτきた。
しかし球をなさないものがなお生育しているか否かについてはのべられていない九

以上の事実を総合すると次のようになる。

1823-1854年にはマリモ球が豊富にあった。
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1鉛O年には大型の 7 リモ球はなく，断片や小型の集合体はまだあった。

1909年には球体も不規則集合体もなく，集合しないで生存するマリモだけがあった。

1972-1974年にはマリモ球はすでに絶滅し，不規則集合体も見られず，単独生活する

ものも見られない。

したがって，"7リモ球の完全絶滅はおそらく 1900-1鈎9年のあいだであったにちが

いない。 1900年にはすでに絶滅の途上にあり，ほとんどなくなっていたものと考えられる。

とすれば絶滅の原因はすでに 1900年以前からはじまっていたもので，次の事項が考えら

れる。 a)自然の推移， d)鉄道とホテルの建設によって観光客が到来し，湖水が水質変化し

た， <;)湖岸の埋立てによる浅い波打際の消失， d)漁業による湖底の損傷。これらのうち，

絶滅は実際には単一条件でなく，おそらく諸条件の重合によるものであろう。もしマリモ

球体のみが消滅し，縞物そのものは残存するのであれば，水質変化が原因ではないで‘あろ

う。 1909年当時がそれに相当する。しかし現在のように，植物そのものも絶滅したか，あ

るいはそれに近い状況下では，当然水質変化も原因となっているであろう。

文献調査にあたり協力いただいた岡山大学木村劫二教授，ウィーン大学W.NAGL教

授およびZellam SeeのALOISLA TINI市長に感謝いたします。

Summarv 

The author examined reports of SAUTERl)， LORENZ4，5)， KEISSLER6)， personal 

letter of the Mayor ALOIS LATINI of Zell am See， and a150 his own investiga-

tion of Lake Zeller in 1972， comparing them with each other. As a result， it i5 
presumed that the lake ball of Cladophora sauteri was exterminated from Lake 

Zeller in the years between 1900 and 1909. The cause of the extermination may 

be attributed to a combination of several factors: natural succession， change 
of water by human contamination， loss of shallow beaches by embankment and 

mechanical damage of the lake bottom by fishing nets. 
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